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吉賀町防災行政無線戸別受信機設置の申込みをお願いします

戸別受信機とは

　家の中などの屋内で、防災行政無線の放送を聴くための機器で

す。

　防災行政無線では、緊急情報（地震や大雨、土砂災害警戒情報、

国民保護情報等）のほかに、「火災に関する情報」、「熊の出没情報」

「サイレン・チャイム」などを放送しています。

戸別受信機は、コンセントからの電源と電池を併用していますの

で、停電時においても、一定時間は、放送を聴くことができます。 新しい戸別受信機

戸別受信機設置作業（日程調整など）に関すること

西日本電信電話株式会社　吉賀町現場事務所　戸別受信機設置対応窓口担当　

連絡先　☎０８５６－７３－７３７７

吉賀町防災行政無線整備工事に関すること

〒 699-5513　島根県鹿足郡吉賀町六日市 750 吉賀町役場　総務課　

連絡先　☎０８５６‐７７－１１１１

　町では、令和４年３月の完了に向け、防災行政無線設備整備工事を進めています。

この工事では、戸別受信機の設置（更新・新設・増設）を行っていますが、これまで使用して

いる戸別受信機は、工事完了後には、受信が出来なくなるため、放送を聞くことが出来なくな

ります。

　この戸別受信機の設置（更新・新設・増設）については、設置に係る日程調整等のため、「吉

賀町防災行政無線戸別受信機設置申込書」の提出が必要となります。

　まだ申込みをされていない方は、至急申込書を提出していただきますようお願いします。

　１１月１日以降に申込みをされた場合は、工事の工程上、今年度中（令和４年３月まで）に

戸別受信機の設置ができない場合がありますので、早めに提出をお願いします。

　ご不明な点がございましたら、下記の連絡先へお問い合わせください。

個人番号カード　交付場所について

　個人番号カードが柿木地域振興室で受け取れるようになります。

　令和３年９月１日申請分から、個人番号カードの受け取り場所を選べるようになります。柿

木地域振興室での受け取りを希望される方は、個人番号カードを交付申請する前にご相談くだ

さい。

　また、すでに個人番号カードの交付申請された方や交付通知書（はがき）が届いている方で、

柿木地域振興室での受け取りを希望される場合はご相談ください。

個人番号カード受取場所：税務住民課・柿木地域振興室（希望した場合のみ）
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令和３年度　日本赤十字社会費（活動資金）募集のお願い

　日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金により支え

られています。今年度は新型コロナウイルス感染症をめぐる状況とワク

チン接種の状況を踏まえ、１０月～１１月に活動資金を募集します。自

治委員の方がご案内しますのでご協力をお願いします。

　日本赤十字社は、「苦しんでいる人を救いたい」という思いをかたち

にして事業を展開しています。ご寄付は支援活動・救助活動に必要な物

資の準備に使われ、寄付をしてくださった方の代わりに日赤の職員が「い

のちを救う」「せいかつを支える」「ひとを育む」活動を行います。これ

からも人間の命と健康を守る活動を続けていくために、活動資金へのご

154,193 円の交付金がありました。交付金は

災害時に備えた防災用品、医薬品等の購入費

用に充てています。

皆様の住む地域で「出前講座」をいたします！

　万一の事故 ･急病に備え、また自治会 ･町内会等での防災活動に役立てていただけるよう日本赤

十字社島根県支部では、「救急法」「水上安全法」「幼児安全法」「健康生活支援」「防災セミナー」

の５種類の講習を行っています。お気軽にお問い合わせください。

防災セミナー

　災害に対する備えや、地域の防災活動に

役立つ知識・技術が学べます。

救急法

　もし、目の前で人が倒れたら ･･･。そん

なときに役立つＡＥＤの使い方や心肺蘇

生、応急手当等が学べます。

水上安全法

　プールや海での泳ぎの基本と事故防止、

溺れた人の救助の方法等について学べま

す。

健康生活支援講習

　健やかな高齢期を過ごすための健康の維

持 ･増進に役立つ知識、高齢者の自立に向

けた介護技術等が学べます。

幼児安全法

　子どもに起こりやすい事故の予防とけが

の手当、かかりやすい病気の対処等につい

て学べます。

問い合わせ先

日本赤十字社島根県支部　事業推進課　☎０８５２－２１－４２３７

※赤十字の講習はすべて、皆さまからお寄せいただく活動資金（会費 ･寄付金）で賄われており、自治会・町内

会では指導員の派遣にかかる経費はいただきません。

協力をよろしくお願いします。

　令和２年度、吉賀町では皆さまのご協力により 1,186,100 円の会費が集まりました。皆さまから

いただいた会費は、災害時の救護活動や救急法をはじめとする講習会の開催など、命を救うための

幅広い活動に使われています。また、会費額に応じて吉賀町に対して日本赤十字社島根県支部から



①容器包装プラスチック指定袋に入れて出してください。

②異物の入ったペットボトルは出せません。

　（例　飲み残し、たばこなどや異物をいれたもの）

③中身を水ですすいで、乾かしてから出してください。

④キャップとラベルをはずす。

　キャップとラベルは容器包装プラスチックです。

⑤ペットボトルは、切らずにそのまま出してください。
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リサイクルプラザ工房～体験教室参加者募集～

日　　時 教室内容 定　員

１０月９日（土） ガラスフュージョン

冷却時間にガラスコップに絵を

エコクラフト他

1～ 7名１１月１３日（土）

１２月１１日（土）

１０月１６日（土）
傘布エコバック　布製エコバック

カレンダーエコバック

1～ 5名

１１月２０日（土）

１２月１８日（土）

１０月２３日（土）
裂き織り

毛糸織り
１１月２７日（土）

１２月２５日（土）

いずれも９時００分～１１時４５分

　９月２５日から承ります。

※平日に視察、体験工房を希望される方は５名以上でお願いします。

申込み

鹿足郡不燃物処理組合　吉賀町幸地１３１９　☎　７７－１５６８

問い合わせ先

小さなお子さんは上履きをご持参ください。

２０２１年１０月～１２月　予定表

鹿足郡リサイクルプラザコラム　「ペットボトルの出し方」

　今回は、ペットボトルの出し方のポイントについてご説明します。

鹿足郡リサイクルプラザ　☎０８５６－７７－１５６８

問い合わせ先

リサイクルのご協力をお願いします。
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　日本にお住いで２０歳以上６０歳未満の学生・農林漁業者・

自営業者・無職の方等は、国民年金の被保険者（加入者）とな

ります。

　２０歳になったときの年金制度の案内や保険料の手続きにつ

いて、動画によりご案内しています。

２０歳になったら国民年金

ハロウィンジャンボ　販売中
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下水道について

　今月は下水道についてお伝えいたします。

　吉賀町では六日市地区・七日市地区に下水道が、柿木・初見新田地区に農業集落排水が整

備されています。

　汚水は基本的に自然流下（高いところから低いところへ流れる）で排水管の中を通ります。

ただ、高さがとれない時や橋を渡る時にはポンプを使用します。マンホールの中にポンプが

２台設置してあり、汚水が溜まったらポンプで次の所まで送っています。

吉賀町上下水道コラム
下水道

今月は

下水道の利用について

　下水道をご利用の皆様につきましては、いつも適正にご利用していただき誠にありがとう

ございます。

　ただ、残念ながら中には流してはいけないものも流れてきます。過去には、ビニール袋、

下着、タオル等が流れてきてマンホールポンプが詰る事がありました。また、大量に流れて

きた油が固まり、ポンプに絡まることでポンプが汚水を吸わなくなる事もありました。汚水

を吸わなくなるとマンホールや宅内から汚水が溢れる可能性があります。

そのため、下記のとおりお願いがあります！

この２つがポンプになり

ます。ここで溜まった汚

水を次の所まで送ってい

ます。

マンホールポンプの中

ビニール袋、下着、タオル、油（市販の凝固剤で固めて）、野菜クズ等はゴミ

に出してくださいますようお願いいたします！！

問い合わせ先

吉賀町役場建設水道課

☎０８５６‐７９－２２１２
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子どもたちに家庭のぬくもりを

　さまざまな事情により家族と一緒に生活することが出来ない子どもたちがいます。里親とは

こうした子どもたちを自分の家に迎え入れ、家庭的な環境の中で愛情を込めて養育してくださ

る方です。

　里親の家庭で愛情に包まれて家族の一員として暮らすことにより、子どもたちは一人の人間

として大切にされ、愛されているという感覚を持ちながら育つことが出来ます。

１０月は里親月間　里親になりませんか

子どもたちのために、あなたにも出来ることがあります

　里親には、子どもが親と一緒に生活出来るようになるまで養育する「養育里親」と養子縁組

により養親となることを希望する「養子縁組里親」があります。（このほかに専門里親、親族

里親があります。）

　子どもが好きであり、愛情と熱意を持って、真心を込めて養育してくださる方を求めていま

す。養育里親の場合は、長期の養育だけでなく、月に１～２回程度、主に土日や長期休み中に

数日間といった短期間の家庭生活体験をさせてくださる方も求めています。

　里親になるためには特別な資格は必要ありませんが、必要な研修を受講すること、里親を希

望する方とその同居人が欠格事由等に該当しないこと、経済的に困窮していないことが必要で

す。

相
談
（
窓
口
）

児
童
相
談
所

研
修
受
講

申
請
書
類
提
出

家
庭
訪
問
・
調
査

社
会
福
祉
審
議
会
の

意
見
聴
取

里
親
認
定
・
登
録

子
ど
も
の
養
育

里親となるまでの流れ（養育里親の場合）

里親制度に関心がある方はお問い合わせください

中央児童相談所　℡ 0852-21-3168　隠岐相談室　℡ 08512-2-9706

出雲児童相談所　℡ 0853-21-0007　浜田児童相談所　℡ 0855-28-3560

益田児童相談所　℡ 0856-22-0083

（参考）

■欠格事由等：里親希望者及び同居人が①禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は

執行を受けることがなくなるまでの者、②児童福祉法等で罰金の刑に処せられ、その執行を終

わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者、③児童虐待ほか児童の養育に関し著しく不

適当な行為を行った者、④暴力団関係者
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第２次吉賀町まちづくり計画・総合戦略　まちづくり委員会開催

　吉賀町における１０年間のまちづくりの方向性を示した「第２次吉賀町まちづくり計画」は、

計画策定から５年目にあたる今年、計画達成の進捗状況について前期評価を行うこととなって

います。

　また、まち・ひと・しごと創生法に基づき、人口減少対策にかかる目標や具体的施策をまと

めた「吉賀町総合戦略」については、本年度が計画最終年となることから、来年度以降の新た

な計画となる「第２次吉賀町総合戦略」を策定する必要があります。

　これらのことについて協議していただくのが”まちづくり委員会”です。令和３年８月１日

付で、産、官、学、金、労、士の各分野から選出いただいた皆様や、自治会から選出していた

だいた、合計１８名の方に委員の委嘱をさせていただきました。

　８月２６日（木）には本年度第１回目となるまちづくり委員会を六日市基幹集落センターに

於いて開催し、本年度の事業スケジュールやその内容等について共有を行いました。また、委

員の互選によりまちづくり委員会の会長には坂田紀之さん、職務代理者に澄川寛さんにお願い

することとなりました。

　今後も定期的に委員会を開催し、本事業に

関連して実施する住民アンケートや吉賀の未

来戦略検討会議等で寄せられたご意見等につ

いても委員の皆様にご議論いただく予定で

す。

吉賀町教育振興計画策定委員会　開催

　８月５日に、第１回吉賀町教育振興計画策定委員会が開催されました。

　各委員への委嘱状の交付が行われ、委員の互選により、委員長に河野洋司校長、副委員長に

澄川弘敏校長が選出されました。その後、今後のスケジュールとアンケート調査の実施につい

て協議をしました。

　委員は、公民館、社会教育委員の会、民生委員児童委員、小中学校、保護者、自治会の各団

体推薦による委員合計９名です。

　委員長、副委員長以外の委員は次の方々です。（敬称略）

朝倉公民館長　　　　　　能美勝臣

吉賀町社会教育委員の会　上山豊和

民生委員児童委員会長　　石井　泉

柿木中学校ＰＴＡ会長　　金銅一行

柿木小学校ＰＴＡ会長　　矢田卓哉

柿木自治会長会会長　　　友重　博

七日市自治会長会会長　　山﨑慎一
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日 月 火 水 木 金 土
31 毎週　月曜日～金曜日 １ ２

6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●星空チャンネル
 【秋の星座編】

 ■みんなでラジオ体操
　 時　  間  　６：００～、７：００～、７：3 ０～、８：００～、８：３０～

   ☆番組に参加していただける団体を募集しています！詳しくはサンネットにちはらまで！

 ■みんなのつわの体操　
　 時　  間     みんなでラジオ体操終了後、６：３０～、１５：００～

                    １５：３０～、１６：００～、１６：３０～

　 ☆テレビの前で楽しくできる介護予防体操を紹介！

9：00
●CATV情報ネット
　しまね【９月号】

9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編～

6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

3 ４ ５ ６ ７ ８ ９
6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

●ニュースサン
　ネット総集編
　【９月放送分】
    ９：００～
１２：００～
１７：００～
２１：００～

9：00
●はじめての
　菜園生活。 

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●あいラブせん
　りゅう(宮城)

9：30 
●気仙沼めっけ
　(宮城)

9：00
●お地蔵
　ものがたり

9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線
     地域の楽しみ方
    ガイド～

9：00 
◎新日本紀行
　ふたたび
【歌舞伎が伝わる村】
10：00
◎新日本紀行
　ふたたび
【原生林との対話】

6：00 
●ニュース
　サンネット

10 11 12 13 14 15 16
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎少年の主張
　鹿足郡大会

9：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座 【９月号】
9：30
●出雲のほそ道
 【９月号】

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●県立中央病院  
　えにし

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね【１０月号】

9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編２～

6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

17 18 19 20 21 22 23
6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

9：00
●雲南市創作
　市民演劇
　「永井隆物語」

9：00
●はじめての
　菜園生活。 

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●いい伊豆
　みつけた(静岡)

9：30
●ふるさと歴史
　発見！(静岡)

9：00
●お地蔵
　ものがたり

9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線
　地域の楽しみ方
　ガイド～

9：00 
◎新日本紀行
　ふたたび
【歌舞伎が伝わる村】

10：00
◎新日本紀行
　ふたたび
【原生林との対話】

6：00 
●ニュース
　サンネット

24 25 26 27 28 29 30
6：00 
●ニュース
　サンネット

津和野町議会
９月定例会
一般質問【初日】
  9：00～
17：00～

津和野町議会
９月定例会
一般質問【二日目】
  9：00～
17：00～

吉賀町議会
９月定例会
一般質問【初日】
  9：00～
17：00～

吉賀町議会
９月定例会
一般質問【二日目】
  9：00～
17：00～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね【１０月号】

9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編２～

6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●星空チャンネル
 【秋の星座編】

特別番組 ケーブルセンター受付時間

  　令和３年度島根県高等学校秋季野球大会【島根県ケーブルテレビ協議会ネットワーク生中継】

　　＜準決勝第一試合・準決勝第二試合＞　　　　＜３位決定戦・決勝戦＞

       放送日時　１０月　２日（土）９：５０～        　　放送日時　１０月　3 日（日）９：５０～

サンネットにちはら 
Tel 74-2099/Fax 74-2667 

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

  　　　　　雲南市創作市民演劇「永井隆物語」　雲南夢ネット制作

       放送日時　１０月１８日（月）9：00 ～、1 ２：00 ～、1 ７：00 ～、２０：００～ 

　　  ２年ぶりに無観客で実施された雲南市創作市民演劇 

字

字 字

字 字

字

字

字

再

再

再

再

再 再

再

再

再

特

再

再

再

字

再

再
字

字

字

字

字

字

再

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ●３Hごとに放送  ●４Hごとに放送         再放送　　特別番組 
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

再 特101010 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２1
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー
「 私たちの健康は私たちの手で」

食育 保育所の食育活動
　７月号から４回にわたり町内保育所で実践している食育について、各保育所で作成していただ

いた取り組みをご紹介します。今月は双葉保育所の取り組みをご紹介します。
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子育て世代

包括支援センター ぴよぴよ だより

　町内の保育所や子育てサロン、子どもの育ちに関することをお伝えしていきたいと思います。

今月は

六日市保育所

です。

園名　社会福祉法人六日市保育所

住所　吉賀町六日市 739 番地 3

電話（Fax）　0856 － 73 － 7777

e-mail　roku-ho@river.ocn.ne.jp

  ☆ホームページもごらんください！☆

保健だより
健康・食育・予防

～つみきであそぼう～
【積み木遊び効果】

①五感を育てる

②手先が器用になる

③空間認識力を育てる

④集中力を身につける

⑤想像力を育む

みんなで協力しておおきな

ドームを造りました

自分たちで想像し考え造る積み木。多い少ない、高い低い２分

の１や４分の１という感覚を遊びの中で自然と学習しています

なんでもできるよ

ケーキおいしいそうでしょう
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がん征圧月間

　毎年９月は「がん征圧月間」です。

　日本では、国民の３人に１人ががんで亡くなり、２人に１人は生涯において一度はがんに

かかるであろうと推計されています。

　がんの原因の多くは、たばこや飲酒、食事などの生活習慣にかかわるものだとわかってい

ます。『がんを防ぐための新１２か条』を参考に、自分の日々の生活を見つめなおしてみましょ

う。

保健だより
健康・食育・予防

　１条　たばこは吸わない

　２条　他人のたばこの煙を避ける

　３条　お酒はほどほどに

　４条　バランスのとれた食生活を

　５条　塩辛い食品は控えめに

　６条　野菜や果物は不足にならないように

　７条　適度に運動

　８条　適切な体重維持

　９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療

１０条　定期的ながん検診を

１１条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を

１２条　正しいがん情報でがんを知ることから

“冬季大腸がん検診”の予約受付中！

～今年度未受診の方は、ぜひお申し込みください～

『がんを防ぐための新１２か条』（がん研究振興財団）

対　　象：４０歳以上の吉賀町民（今年度受診していない方に限る）

検査内容：便の潜血反応（２日法）

受診までの流れ：①保健福祉課へ、電話で申し込む

　　　　　　　　②ご自宅に、検体採取用の容器が届く（１１月の予定）

　　　　　　　　③２日間、採便する。（検体提出日の１週間以内に行うこと）

　　　　　　　　④検体提出日（日程調整中。11 ～ 12 月の予定）に、持参する。

検診料金：５００円（無料クーポン券対象年齢の方は無料）

申込受付期間：９月２７日（月）～１０月１５日（金）

申込先：役場　保健福祉課（☎７７－１１６５）
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　今

月
の
本
の
紹
介
（
島
根
県
立
図
書
館
の
本
）

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
。

　

10
月
27
日
は
「
読
書
の
日
」
で
あ
り
10
月
27
日
～
11
月

９
日
ま
で
の
２
週
間
は
読
書
週
間
。
１
９
４
７
年
、
読
書

に
よ
っ
て
平
和
な
文
化
国
家
つ
く
ろ
う
と
い
う
目
的
の
も

と
、
出
版
社
や
書
店
、
報
道
機
関
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た

の
が
始
ま
り
。
こ
の
期
間
は
学
校
な
ど
で
も
よ
り
い
っ
そ

う
読
書
の
大
切
さ
を
伝
え
よ
う
と
様
々
な
行
事
か
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
ま
た
企
業
な
ど
が
主
催
し
て
読
書
感
想
文
の

ン
ク
ー
ル
な
ど
も
開
か
れ
ま
す
ね
。
「
燈
火
（
灯
火
）
親

外
交
官
の
仕
事　
　
　
　
　
　
　
　

河
東
哲
夫

オ
ト
コ
の
子
育
講
座　
　
　
　
　
　

青
木
匡
光

地
図
読
み
人
に
な
ろ
う　
　
　
　
　

山
岡
光
治

魚
で
料
理
自
慢　
　
　
　
　
　
　
　

集
英
社

極
上
キ
ャ
ン
プ　
　
　
　
　
　
　
　

か
ざ
ま
り
ん
ぺ
い

話
す
力　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
．
カ
ー
ネ
ギ
ー

１
０
０
万
回
の
言
い
訳　
　
　
　
　

唯
川　

恵

ラ
ラ
ピ
ポ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田
英
朗

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
七
恵

世
界
の
果
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
文
則

と
し
ょ
か
ん
ら
い
お
ん　
　
　
　
　

ミ
シ
ェ
ル
・
ヌ
ー
ド
セ
ン

た
べ
て
み
た
い
！　
　
　
　
　
　
　

い
し
い
ひ
ろ
し

た
び
ネ
コ
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
イ
ト
・
バ
ン
ク
ス

【
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
に
つ
い
て
】

　

今
年
も
恒
例
の
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
―
を
行

う
予
定
で
す
。
町
内
の
保
育
所
園
児
の
み
な
さ
ん
が
描
い

た
感
想
画
を
館
内
で
展
示
し
、
昨
年
の
雑
誌
や
ご
寄
贈
い

た
だ
い
た
本
の
古
本
市
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
を
し
つ
つ
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
古
本
市
に
並
べ
る
図
書
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
大
型
本
や
雑
誌
、
文
学
全
集
な
ど
は
お
断
り
し

て
い
ま
す
。
寄
贈
さ
れ
る
図
書
は
図
書
館
ま
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
開
催
内
容

　
　

日
程　

10
月
23
日
（
土
）
～
11
月
７
日
（
日
）

　
　

場
所　

吉
賀
町
立
図
書
館　

多
目
的
室

　
　

内
容　

感
想
画
展
・
古
本
市

【
テ
ー
マ
展
示
の
紹
介
】

　

館
内
に
は
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
数
カ
所
に
本
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
秋
が
い
っ
ぱ
い
！
」
と
言
う
こ

と
で
、テ
ー
マ
に
合
っ
た
楽
し
い
お
話
を
並
べ
て
い
ま
す
。

　

入
口
付
近
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
今
月
は
島
根
県
立

図
書
館
の
図
書
を
交
換
し
ま
し
た
の
で
そ
れ
を
並
べ
ま

す
。
そ
の
他
、
受
付
前
に
も
新
刊
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
ミ
ニ

展
示
を
し
て
い
ま
す
。
ど
の
場
所
も
い
ろ
い
ろ
な
本
が
並

ん
で
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

図書だより

 ≪ベスト・リーダー！８月≫

　　書　　　名　　　　　　　著　　者

「悲しみの夜にカピバラが

教えてくれた大切なこと」　　瀧森　古都　著

「吉宗の星」　　　　　　　　 谷津　矢車　著

「スモールワールズ」　　　　 一穂　ミチ　著

「まだ人を殺していません」　　小林　由香 著

「星落ちて、なお」　　　　　　澤田　瞳子 著

≪図書館利用状況８月≫

●貸出総数２，７８０冊

●貸出人数　 ５０３人

●来館者数　 ７４５人

町立図書館・柿木公民館

し
む
べ
し
」
で
、
秋
の
夜
長
は
読
書
を
！
気
に
な
っ
た
本
を
探
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

 [ 図書館の休館日 ]

・毎月曜日と祝日

 [ 図書返却について ]

・町内の返却ポストは、

　柿木・七日市公民館
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吉
賀
町
で
は
、
島
根
県
立
吉
賀

高
等
学
校
に
通
学
す
る
町
外
県
外

生
を
対
象
に
し
た
サ
ク
ラ
マ
ス
交

流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
平
成
29

年
度
か
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ

の
セ
ン
タ
ー
は
、
個
室
タ
イ
プ
の

寮
機
能
を
備
え
た
も
の
で
生
徒
の

皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
同
様
に
子
供
達
の

た
め
に
整
備
さ
れ
て
い
た
寄
宿
舎

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

柿
木
中
学
校
椛
谷
分
校
は
、
昭

和
28
年
３
月
31
日
付
け
で
本
校
統

合
さ
れ
応
急
対
策
と
し
て
村
営
住

宅
を
寄
宿
舎
と
し
て
い
ま
し
た
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

そ
の
後
、
昭
和
35
年
６
月
に
は
吉

賀
高
等
学
校
柿
木
分
校
の
寮
を
改

装
し
て
移
転
し
ま
し
た
が
、
施
設

の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
新
築
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
村

内
で
は
小
学
校
統
合
推
進
の
動

き
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
椛
谷

地
域
全
児
童
生
徒
の
入
舎
も
考

慮
し
、
昭
和
41
年
度
建
設
に
着

手
、
同
年
11
月
に
柿
木
村
立
学
校

寄
宿
舎
と
び
の
こ
寮
が
完
成
し
ま

し
た
。
完
成
し
た
施
設
は
、
鉄
骨

ブ
ロ
ッ
ク
造
２
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
４
２
２
㎡
、
総
工
費
約
１
，

２
０
０
万
円
で
あ
っ
た
と
柿
木
村

誌
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

完
成
と
同
時
に
中
学
校
生
徒
15

名
が
入
り
、
翌
昭
和
42
年
４
月
に

は
小
学
校
第
１
次
統
合
に
よ
り
椛

谷
地
域
小
学
校
全
児
童
も
入
舎
し

ま
し
た
。
施
設
内
に
は
、
１
室
４

名
の
部
屋
、
食
堂
、
調
理
室
、
舎

監
室
、
保
健
室
の
ほ
か
、
当
時
で

は
珍
し
い
水
洗
便
所
も
完
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
日
課
は
、
６
時
30

分
起
床
、
７
時
朝
食
、
登
校
、
18

Vol.44

岩本一巳

先
人
の
取
組
み
に
学
ぶ

時
夕
食
、
19
時
か
ら
学
習
を
行
い

21
時
点
呼
消
灯
と
規
則
正
し
い
生

活
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
開
設

以
降
、
道
路
改
修
や
バ
ス
乗
入
れ

路
線
延
長
な
ど
通
学
条
件
が
次
第

に
整
う
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
、
長
年
に
亘
っ
て

運
営
さ
れ
た
寄
宿
舎
は
、
昭
和
63

年
度
末
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
、
平

成
22
年
度
に
解
体
撤
去
、
同
年
度

中
に
坂
本
・
中
原
地
区
集
会
所
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
椛
谷
地
域
の
子
供

達
は
小
学
校
入
学
と
同
時
に
親
元

を
離
れ
、
寄
宿
舎
に
入
舎
し
て
共

同
生
活
を
経
験
し
て
い
た
の
で
す

か
ら
、
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
村
誌
で
は
、
手
探
り
で

の
運
営
で
あ
っ
た
が
、「
舎
生
が

我
が
家
庭
と
思
う
寄
宿
舎
」、「
兄

弟
姉
妹
と
思
う
舎
生
関
係
」、「
舎

監
・
寮
母
・
調
理
員
な
ど
の
職
員

は
親
と
思
う
舎
生
と
の
繋
が
り
」

を
理
念
と
し
て
理
想
の
家
庭
づ
く

り
を
目
指
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
当
に
ご
苦
労
も
多
か
っ

町長コラム

完成当時の柿木村立学校寄宿舎とびのこ寮
の写真「広報柿木より」

た
と
思
い
ま
す
が
、
目
指
す
べ
き

運
営
方
針
が
は
っ
き
り
し
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
家
族
の
皆
さ
ん
は
小

学
校
１
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の

子
供
を
安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が

出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
ま
ね
留
学
で
吉
賀
高
等
学
校

に
入
学
し
た
生
徒
を
預
か
る
サ
ク

ラ
マ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す

る
上
に
お
い
て
も
、
大
い
に
参
考

と
な
る
事
例
で
あ
り
ま
す
。

※
任
期
の
区
切
り
に
あ
た
り
、
次
回
の

本
欄
は
休
載
と
し
ま
す
。
平
素
の
ご
愛

読
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
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トピックス
　

全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
北

信
越
総
体
２
０
２
１
の
テ
ニ
ス
競
技
が
長

野
県
松
本
市
で
８
月
２
日
か
ら
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
団
体
戦
で
は
六
日
市
中
学

卒
業
生
の
河
内
優
和
選
手
（
山
口
・
西
京

高
３
）
と
岩
本
晋
之
介
選
手
（
岡
山
・
関

西
高
３
）
が
各
校
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
シ

ン
グ
ル
ス
で
出
場
し
ま
し
た
。
西
京
高
校

は
岐
阜
県
の
麗
澤
瑞
浪
高
に
０-
３
で
初

戦
敗
退
し
ま
し
た
。
一
方
第
２
シ
ー
ド
の

関
西
高
校
は
２
回
戦
で
徳
島
城
南
高
に

３-

０
で
勝
利
、
３
回
戦
で
東
京
学
館
新

潟
高
に
２-

０
で
勝
利
、
準
々
決
勝
で
名

経
大
市
邨
高
に
２-

１
で
勝
利
し
ベ
ス
ト

４
。
続
く
四
日
市
工
業
と
の
準
決
勝
、
岩

本
選
手
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
セ
ッ
ト
で
逆
転
勝

ち
し
残
り
の
試
合
を
見
守
り
ま
し
た
が
、

チ
ー
ム
は
１-

２
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
全

国
制
覇
を
目
指
し
て
い
た
チ
ー
ム
だ
け
に

悔
し
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
イ

ン
ハ
イ
３
位
は
立
派
な
成
績
で
す
。

テ
ニ
ス
・
全
国
高
校
総
体
３
位

話題・できごと

　

２
０
２
１
年
９
月
25
日
（
土
）
～
10
月

５
日
（
火
）
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た

２
０
２
１
三
重
と
こ
わ
か
国
体
の
テ
ニ
ス

競
技
に
、
吉
賀
町
出
身
で
現
在
岡
山
県
関

西
高
校
３
年
生
の
岩
本
晋
之
介
さ
ん
が
岡

山
県
代
表
と
し
て
、
吉
賀
中
学
校
３
年
生

の
加
藤
那
菜
さ
ん
が
島
根
県
代
表
と
し
て

出
場
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
や
三
重
県
が
緊

急
事
態
宣
言
の
対
象
地
域
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
主
催
者
に
よ
る
協
議
の
結
果
、

開
催
の
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
中
止
は
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま

す
が
、
各
県
の
代
表
と
な
ら
れ
た
こ
と
へ

の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の

２
０
２
１
三
重
と
こ
わ
か
国
体

岡
山
県
代
表
・
岩
本
晋
之
介
さ
ん

島
根
県
代
表
・
加
藤
那
菜
さ
ん
　
激
励
会

活
躍
を
祈
念

し
て
、
８
月

31
日
（
火
）

吉

賀

町

ス

ポ
ー
ツ
公
園

に
て
激
励
会

を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

こ
の
夏
は
、
公
民
館
主
催
の
川
遊
び
が
、

各
地
域
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
す
る

の
は
、
地
域
の
小
学
生
。
そ
こ
で
、
川
遊

び
の
見
守
り
を
し
な
が
ら
、
小
学
生
と
高

校
生
が
交
流
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の

も
と
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
お
互
い
に
緊
張
し
て
い
る
様

子
で
し
た
が
、
遊
び
を
通
じ
て
お
互
い
に

少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
、
名
前
を
呼
び
合

い
な
が
ら
活
動
す
る
様
子
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
８
月
前
半
は
、
連
日

の
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、
気
持
ち
よ
く
川
遊

び
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
吉
賀
町
で
も
、
川
遊
び
を
す

る
姿
を
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
て
き
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動

を
通
じ
て
、
小
学
生
も
高
校
生
も
大
人
も

公
民
館
主
催
川
あ
そ
び
！

支
援
室
だ
よ
り

吉
高

吉
賀
町
の
宝
で
あ

る
「
清
流
高
津
川
」

の
す
ば
ら
し
さ
を

再
認
識
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

賀

校

　

「
め
た
せ
こ
い
あ
」
や
「
支
援
室
だ
よ

り
」
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
よ
う
に
、

吉
賀
高
校
と
支
援
室
で
は
、
今
年
度
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
県
外
生
徒
募
集
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
全

国
か
ら
70
を
超
え
る
高
校
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け
て
、

「
ア
ン
ト
レ
を
中
心
に
し
た
独
自
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」「
少
人
数
で
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
高
校
生
活
」「
全
室
個
室
の
寮
と
町

の
支
援
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
計
５

回
参
加
し
ま
し
た
。
ど
の
回
も
、
吉
賀
高

校
の
生
徒
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
高

校
や
交
流
セ
ン
タ
ー
の
生
活
の
様
子
が
よ

り
詳
し
く
伝
わ
る
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し

た
。

　

こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
生
徒
募
集
に
参
加

さ
れ
た
生
徒
・
保
護
者
さ
ん
が
、
実
際
に
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
参
加
さ
れ
た
り
、
個
別
の

訪
問
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
数
あ
る
高
校
の
中
か
ら
、
吉
賀
高
校

「
地
域
み
ら
い
留
学
」

　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
終
了

や
吉
賀
町
に
興

味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
と
て

も
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
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話題・できごと

　

令
和
３
年
８
月
15
日
、
令
和
３
年
度
吉

賀
町
成
人
式
を
、
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
平
成
13

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方
で
、
34
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
式
典
と
記
念
写
真
撮

影
の
み
と
し
、
短
時
間
で
の
成
人
式
と
な

り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
新
成
人
の
皆

さ
ん
は
、
近
況
を
語
り
合
っ
た
り
、
写
真

を
撮
り
あ
っ
た
り
、
友
と
の
時
間
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
岩
本
町
長
が
、
大
き
く
育
っ

た
サ
ク
ラ
マ
ス
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

新
成
人
　
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
て

た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
幾
度
と
な
く
苦
し

い
場
面
に
遭
遇
す
る
と
思
い
ま
す
が
『
朝

の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
努
力
は
必

ず
報
わ
れ
ま
す
。
諦
め
な
い
強
い
意
志
を

も
っ
て
頂
き
た
い
』
と
強
い
思
い
と
共
に

お
祝
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
代
表
の
安
永
町
議
会
議
長
か
ら

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
世
界
情
勢

か
ら
、
目
に
見
え
な
い
脅
威
や
先
の
予
測

で
き
な
い
時
代
な
ど
、
現
在
の
危
機
的
な

状
況
と
、一
人
一
人
に
「
考
え
て
ほ
し
い
」

と
い
う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

「
諦
め
な
い
で
ほ
し
い
。
傍
観
者
に
な
ら

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
を
最
後
に

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
言
葉
を
受
け
、
新
成
人
の
代

成
人
式
開
催

こ
と
、
一
度

し
か
な
い
人

生
に
悔
い
を

残
さ
な
い
よ

う
、
持
て
る

力
を
全
て
発

揮
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
し

ま
す
と
い
う

こ
と
を
伝
え

ら

れ

ま

し

し
の
言
葉
で
す
」
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
状
況

の
中
で
も
「
吉
賀
町
で
過
ご
し
た
時
間
や

仲
間
、
両
親
や
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
想
い

を
抱
き
な
が
ら
前
へ
進
ん
で
い
き
ま
す
。

吉
賀
町
に
様
々
な
形
で
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
」
と
強
い

気
持
ち
を
言
葉
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
思
い
思
い
に
写
真
を
撮
っ

た
り
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
り
と
時

間
が
と
て
も
足
り
な
い
様
子
で
し
た
。
短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

表

と

し

て

谷た
に
も
と元

美み

づ

き月
さ

ん
が
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

谷
元
さ
ん

は
コ
ロ
ナ
禍

の
混
乱
や
厳
し
さ
の
中
支
え
に
な
っ
た
の

が
「
両
親
や
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
の
励
ま
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《
短
歌
》

何
時
の
間
に
ツ
バ
メ
と
蝉
の
姿
な
く

　
　

彼
方
此
方
で
す
る
秋
の
畑
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

静
寂
を
破
り
て
迫
る
救
急
車

　
　

誰
が
乗
る
の
か
事
も
無
か
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用

い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
応
募
作
品

は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意

味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
《
俳
句
》

思
い
出
す
亡
き
学
友
の
初
盆
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

故ふ
る
さ
と郷

流
さ
れ
ゆ
く
ニ
ュ
ー
ス
秋あ

き

出で

み

ず水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

裏
庭
の
緑
や
蜘く

も蛛
も
緑
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

開
き
あ
る
季き

よ寄
せ
に
止
ま
る
火ひ

と
り

む
し

取
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

八
月
の
雨
八や

ぎ木
用
水
は
あ
ふ
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

峡か
い
び
と人

の
魚い

よ

き切
り
と
呼
ぶ
滝
一
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

飼し
り
ょ
う
い
ね

料
稲
く
る
ま
れ
て
ゆ
く
峡か

い
び
よ

り

日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

メ
リ
ケ
ン
粉
と
呼
ぶ
人
は
減
り
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

峰み
ね
く
も雲

や
石
見
瓦
の
新
校
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
《
川
柳
》

お
持
て
な
し
遠
い
昔
に
な
り
そ
う
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

遠
く
て
も
近
く
で
見
れ
る
金
の
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

耳
遠
く
孫
気
遣
う
大
声
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

遠
い
孫
技
術
の
進
歩
で
目
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

篤
志

富
士
山
へ
登
って
見
た
い
が
一
寸
遠
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

遠
出
で
す
車
で
十
分
ス
ー
パ
ー
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

こ
の
足
で
遠
き
昔
は
ど
こ
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

遠
い
は
ず
会
え
な
い
分
が
夜
のtell

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
ア
イ
子

遠
く
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
だ
れ
だ
っけ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
桐　

朱
実

我
先
に
遠
く
で
ほ
え
る
人
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

遠
隔
地W

iFi

あ
れ
ば
苦
に
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

数
を
打
ち
勝
敗
は
次
碁
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
８
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
８
月
届
出
）

森
下　

恵
凪
（
え
な
）
さ
ん

　
　
　

元
気
・
知
世
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

　《
寄
稿
》

水
難
、
火
難

竹
中　

和
博

　

「
対
岸
の
火
事
」
と
い
う
言
葉
を
一
度

は
耳
に
し
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自

分
に
は
全
く
関
係
の
な
い
事
だ
と
い
う
時

に
使
わ
れ
ま
す
が
、
最
近
世
界
中
で
と

て
も
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
の
よ
う

に
流
れ
て
き
て
い
ま
す
。
対
岸
の
火
事
で

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
地
球
温
暖
化
が
も

の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
様
で
、

各
国
、
各
地
で
大
規
模
な
火
災
や
水
害

が
起
き
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
、

ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
そ
し
て
何
ん

と
い
っ
て
も
対
岸
で
は
な
く
こ
の
日
本
で

も
、
八
日
の
長
雨
、
40
度
に
せ
ま
る
猛

暑
、
前
に
述
べ
た
国
々
で
は
熱
波
に
よ
る

大
火
災
、
も
う
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
と

言
い
た
い
位
で
す
。
最
大
の
原
因
は
地
球

温
暖
化
だ
と
、
専
門
家
は
口
を
揃
え
て

い
ま
す
。
自
然
発
火
で
火
が
付
く
、
雨

が
降
って
回
り
が
水
浸
し
に
な
る
ち
ょ
っと

前
ま
で
は
そ
ん
な
に
し
ょ
っち
ゅ
う
起
こ
る

事
案
で
は
な
か
った
は
ず
で
す
。

　

一
地
球
人
と
し
て
何
ん
と
か
温
暖
化
を

止
め
、
後
世
代
に
こ
の
美
し
い
星
を
残
す

こ
と
を
、
個
人
個
人
も
、
国
も
国
連
も

一
丸
と
な
って
考
え
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

（
温
暖
化
の
懸
念
は
五
月
号
の
寄
稿
に
も

掲
載
し
ま
し
た
。）

山
根　

ミ
サ
代　

さ
ん　

86
歳　
　

柿
木

橋
本　

忠
男　
　

さ
ん　

90
歳　
　

七
日
市

三
浦　

武
子　
　

さ
ん　

93
歳　
　

注
連
川

斎
藤　

昭
雄　
　

さ
ん　

90
歳　
　

田
野
原

山
田　

清
志　
　

さ
ん　

74
歳　
　

立
戸
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